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ふ
じ
の

。
か
ず
お
　
■
９
５
８
年
東
京
生

ま
れ
。
学
習
院
大
大
学
院
博
士
後
期
課
程
哲

学
専
攻
単
位
取
得
。
神
戸
大
大
学
院
国
際
文

化
学
研
究
科
教
授
。専
門
は
ド
イ
ツ
思
想
史
、

音
楽
文
化
論
、
文
化
政
策
学
。
編
著
に

「公

共
文
化
施
設
の
公
共
性
」
な
ど
。

美的実験重ね芸術の創造

■
隔
曰
回
目
□
И
■
目
凶
□
■

４
月
か
ら
、
ド
イ
ツ

。
ベ

ル
リ
ン
自
由
大
学
国
際
高
等

研
究
所
の
招
き
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
文
化
の
学
際
的
共
同

研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
て

い
る
。

ベ
ル
リ
ン
の
ア
ー
ト
シ
ー

ン
で
は
複
数
の
文
化
が
力
強

く
混
交
し
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超

え
た
出
会
い
と
創
造
の
連
鎖

反
応
が
相
次
ぎ
、
先
端
的
芸

術
が
日
々
、
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
高

度
に
制
度
化
さ
れ
た
既
存
の

芸
術
と
、
そ
れ
を
超
克
し
よ

う
と
す
る
美
的
実
験
の
せ
め

ぎ
あ
い
が
あ
る
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
も
事
情

は
同
じ
だ
が
、
オ
ペ
ラ
と
コ

ン
サ
ー
ト
の
厚
み
は
世
界
に

類
を
見
な
い
。
旧
東
ベ
ル
リ

ン
に
は
プ
ロ
シ
ア
宮
廷
の
伝

統
を
継
ぐ
州
立
歌
劇
場
と
、

演
劇
的
演
出
に
よ

っ
て
音
楽

劇
を
革
新
し
て
き
た
コ
ー
ミ

シ
ェ
。
オ
ペ
ラ
。
西
側
に
は

戦
後
民
主
主
義
の
精
神
を
体

現
し
た
ベ
ル
リ
ン

・
ド
イ
ツ

オ
ペ
ラ
が
あ
る
。
東
西
統

一

か
ら
２０
年
余
り
、
ベ
ル
リ
ン

に
三
つ
の
歌
劇
場
は
不
要
と

の
世
論
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら

も
確
固
た
る
個
性
を
競
い
合

い
、
生
き
残

っ
て
き
た
。
年

に
総
計
６
０
０
公
演
以
上
、

新
演
出
を
含
め
て
約
９０
本
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
、
三
つ
の

歌
劇
場
が
日
替
わ
り
で
上
演

す
る
。
極
め
て
充
実
し
た
環

境
だ
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
回

数
も
オ
ペ
ラ
に
引
け
を
取
ら

な
い
。
世
界
の
頂
点
に
立
つ

ベ
ル
リ
ン

・
フ
ィ
ル
は
９
月

か
ら
翌
年
６
月
末
ま
で
の
シ

ー
ズ
ン
中
、
各
週
の
後
半
３

日
間
を
定
期
演
奏
会
に
当
て

て
い
る
が
、
若
年
層
の
引
き

込
み
に
も
成
功
し
て
毎
回
ほ

ぼ
満
席
だ
。
し
か
し
全
般
に

聴
衆
の
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
市
内
８
楽
団
の
共
存
は

容
易
で
は
な
く
、
ど
の
団
体

も
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
余
念
が
な
い
。

■

今
シ
ー
ズ
ン
、
有
終
の
美

を
飾

っ
た
オ
ペ
ラ
作
品
は
、

日
本
の
美
意
識
の
精
華
で
あ

る
。
気
鋭
の
作
曲
家

・
細
川

俊
夫
の
新
作
オ
ペ
ラ
「松
風
」

の
実
ら
ぬ
恋
の
物
語
が
、
芸

が
、
州
立
歌
劇
場
の
と
り
を

術
に
よ
る
霊
魂
の
浄
化
の
過

務
め
た

（
ベ
ル
リ
ン
初
演
は

程
と
し
て
試
部
に
描
か
れ

７
月
１５
日
）
。
ベ
ル
リ
ン
を

る
。
細
川
は

「音
楽
は
時
空

本
拠
に
現
代
音
楽
界
を
リ
ー

の
余
白
に
描
か
れ
た
書
」
と

ド
す
る
細
川
が
、
同
じ
く
べ

語
り
、
極
限
ま
で
そ
ぎ
落
と

ル
リ
ン
を
ベ
ー
ス
と
す
る
ダ

し
た
象
徴
性
が
観
客
の
想
像

ン
ス
界
の
異
才
サ
ッ
シ
ャ

・　
力
を
呼
び
覚
ま
す
。
毛
糸
を

ヴ
ァ
ル
ツ
、
現
代
ア
ー
ト
界

複
雑
に
絡
ま
せ
た
塩
田
の
舞

で
注
目
の
塩
田
千
春
ら
と
と

台
美
術
も
、
お
ぼ
ろ
げ
な
異

も
に
、
２‐
世
紀
の
総
合
芸
術

界
の
記
憶
へ
と
誘
う
。
乱
れ

を
生
み
出
し
た
。　
　
　
　
　
茂
る
の
は
松
の
枝
か
、
海
藻

「書

（カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
）

か
。
そ
の
網
に
絡
ま
れ
な
が

の
精
神
に
よ
る
振
り
付
け

ら
天
か
ら
降
り
て
く
る
姉
妹

（
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
）
オ
ペ

の
歌
と
舞
は
、
幽
玄
の
美
の

ラ
の
誕
生
」
と
呼
び
た
い
。
　
極
致
だ
。

題
材
は
神
戸

・
須
磨
の
浦
を

　

登
場
人
物
の
心
理
を
多
重

舞
台
と
す
る
世
阿
弥
の
夢
幻

的
に
可
視
化
し
た
ダ
ン
サ
ー

能
。
貴
公
子
と
海
人
姉
妹
と

の
動
き
も
、
書
の
所
作
に
イ

須
磨
が
舞
台
の
オ
ペ
ラ
「松
風
」

能
の
精
神

有
終
飾
る

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て

多
様
に
展
開
し
て
い
く
。
サ

ッ
シ
ャ
の
振
り
付
け
に
よ

っ

て
歌
手
と
合
唱
と
ダ
ン
サ
ー

が
溶
け
合
う
。
循
環
す
る
波

の
音
、
雫
の
調
べ
。
伊
き
も

の
の
美
学
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
は
目
を
見
張

っ
た
。

オ
ペ
ラ

「松
風
」
は
、
日

本
の
芸
能
と
自
然
、
伝
統
と

現
代
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
文
化

環
境
と
有
機
的
に
絡
み
合

い
、
誕
生
し
た
。
細
川
ら
、

か
つ
て
ベ
ル
リ
ン
で
学
び
、

滞
在
制
作
の
支
援
を
受
け
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、
既

成
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え

た
美
的
実
験
を
重
ね
、
未
来

に
誇
れ
る
総
合
芸
術
を
創
造

し
た
。
連
邦
と
市
の
資
金
援

助
も
あ
り
、
欧
州
４
首
都
の

国
立
劇
場
と
の
提
携
公
演
も

実
現
し
た
。

日
本
の
古
典
を
普
遍
的
な

現
代
芸
術
と
し
て
よ
み
が
え

ら
せ
た

「松
風
」
。
今
年
は

日
独
交
流
■
５
０
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
る
。
し
か
し

日
本
の
芸
術
文
化
機
関
が
、

長
期
的
な
展
望
に
立

っ
た
活

動
の
難
し
さ
な
ど
か
ら
、
こ

の
企
画
に
い
さ
さ
か
も
関
与

で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
残
念

で
な
ら
な
い
。

「松風」の一場面 (撮影 。ベルント・ウーリヒ)
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Arts scene in Berlin and a new opera"Matsukaze“ by Hosokawa

Kobe Shinbuni」 uly 29,2011

Since Aprilド ve been staylng in Beriin

on invitation by the Berlin Free University

lnternational Research Centre,where ltake

part in an interdiscip‖ nary co‖ aboration

project on perforrnance culture.

ln the Berlin art scene,numerous

cultures intenⅣ eave strongly,and a chain

reaction of genre…transcending encounters

and creations succeed each other on a

constant base to produce advanced、 Ⅳorks

of art.lts background is the ongoing

competition between highly institutionalized

established art on one hand and a scene of

aesthetic experiments that ventures to

overcome it on the other.

丁he situation is the same for classical

music,and especia‖ y the profound quality

of opera perforrnances is without para‖ el

anywhere in the world.ln forrner

East― Berlin,itis the Staatsoper which

keeps up the tradition ofthe Prussian court

and the Komische Oper which

revolutionized rrlusical drama by applying a

theatre… like rnise… en―scё ne.ln the vvest,the

Deutsche(Dper Berlin incorporated the

spirit of the post― war democratization.More

than twenty years after the reunification of

west and eastthey sti‖ sun/ive and

maintain their deterrnined individuality

against each other,though public opinion

nowadays considers three opera houses in

Berlin an unnecessary luxury.Each year,

the three opera houses stage in total over

600 perforrTlances out of a repertory of 90

works,including nevv productions,vvith daily

program rotation.丁 his is by far a perfect

envlronment.

Neither does the number of orchestra

perforrnances fa‖ behind that of operas.

丁he international top― level Berlin

PhilharrYlonic(D「 chestra,during its concert

season frorn Septemberto next year's June,

devotes each iastthree days ofthe week to

concert subscribers and,by also

successfu‖ y attracting a young audience,is

as good as sold― out at any tirne.But as the

audience in generalis progressively aging,

the coexistence of 8 1ocal city orchestras is

not easy and each single institution is very

keen on the promotion of children's

education programs.

丁he work that crowned this year's

season finale is a gerrl ofthe Japanese

sense of beauty.丁 he latest opera by

spirited composer Hosokawa Toshio,

“lⅥ atsukaze",came in as the featured

closing actto round offthe Staatsoper's

program.Hosokawa who frorn his base in

Berlin is taking a leading role in the world of

contemporary rTlusic,created together with

artists like the equa‖ y Berlin…based dance

prOdigy Sasha Waltz and Shiota Chlharu,

who drew a lot of attention in the world of

contemporary art,the(3esarntkunstvverk of

the 21St century.

l would like to ca‖ it“the birth of

choreography from the spirit of ca‖ igraphy".

丁he topicis a MOgen NO play(〓

phantasmal NO play)by Zeami MOtokiyo

which is set on Kobe's Sumanoura shore.

丁he unfulfl‖ ed love of a young nobleman

and two sisters一 ama fisher girls who free

dive to co‖ ect sea food from the bottorll of
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the ocean… is calrYlly depicted as a process

of puttfying the soul by the means of art.

Clairning that“ music is ca‖ igraphy on the

blank page of space… time",Hosokawa stirs

his audience's imagination with his

extremely subdued symbolism.Also

Shiota's stage art,intricately entangled in

wooithreads,invites to dwe‖ in rnemories

of a rnisty othen〃 orld.What grows there

rannpanJy一 is it pine twigs oris it

seaweed?丁 he song and dance ofthe two

sisters,while they are descending from the

heavens,entangled in this net,is the utter

perfectlon of yθ ger7,the ancientideal of

mysterious beauty.Also the rrlovements of

the dancers that visualize the psychology of

the characters in a rnultilayered fashion

borrow theirinspiration in various ways

from the gestures of ca‖ igraphy.丁hrough

Sasha's choreography the singers,the

chorus and the dancers blend into one.丁he

recurring sound of waves,the rnelody of

drops― those aesthetics oftransience

made the Europeans open their eyes wide

wlth wonder.

丁he opera“ Matsukaze"is born from

an organic inten〃 eaving of」apanese art

and nature,past and present with the

cultural environment of Berlin.People like

Hosokawa,forrTlerly having studied in

Berlin and having received an

artist― in… resident stipend,have created,in

constantly piling up aesthetic experiments

that transcend established art genres,a

total form of art¨ a Gesamtkunstwerk… that

will be seen as a radiant achievementin the

future.Federal and rnunicipal support funds

were involved as vve‖ as cooperative

perforrrlances in four European capitals.

“Iuatsukaze"is a reinterpretation of

」apanese classic culture as a universal

contemporary art forrn.丁 his yearis the

pivotal anniversary of 1 50 years of

Gerrrlan―Japanese relations.Yet,that

」apan's culture and art organisations could

not even participate on a sma‖ scale in this

undertaking,due to their difficulties in

planning activities on a long―terrn

perspective,remains a highly deplorable

fact.

(Kazuo Fujino,FU Berlin/Kobe University)
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Eine geteilte Stadt― Multikultur fur die zukunftl

Asahl Shirllbun2,丁 okyo,vorn 26.10.2007

Prof.Kazuo Fuiino3

Gёrlitz,auf dem Gebiet der ehemaligen DDR und an der unrnittelbaren Grenze zu

Polen gelegen,fё rdert inter口  und muitikulture‖ e Stadtpolitik und zieht viele junge

lnte‖ ektue‖ en an.

lm Sommersemester 2007 hatte ich

die Gelegenheit Vortrage uber Kulturpolitik

in COrlitz,einer Stadt arn Ostlichsten Ende

Deutschlands,zu halten.Die Stadt GOrlitz,

die geschichtlich beiderseits des Flusses

NeiSe  entstand,  wurde  infolge  der

deutschen Niederlage irn Zweiten Weltkrieg

geteilti lhr Ostlicher tte‖ gehё rt seitdern zu

Polen.Der Kulturpolitik in Gё ‖itz wird,mit

der EU― Eweitung und ihrem Versuch zum

interkulture‖ en Bruckenbau, groSe Auf―

merksamkeit geschenkt. Obwohl zwischen

der deutschen und der polnischen Seite der

Stadt nur der schmale FluB liegt,hatten die

Bttrger der beiden Seiten seit der Stadt―

teilung 1945 fast keinen Versuch zum

kulture‖ en Austausch unternornrnen.Aber

infolge der Deutschen Einheitim」 ahr 1990

und des EU‐ Beitritts Polens 2004 ergab

sich die Chance, dass Gё rlitz von einer

lokalen Stadt irn Grenzgebiet zu einer

Europastadt werden konnte.Nach dem

Motto 》Eine Stadt aus zwei Staaten《

setzen die Burger beider Staaten die Politik

fur ein rnultikulture‖ es Zusanlrllenleben fort.

Damit wurde der Versuch unternommen,

die》Schwache《 der tte‖ ung der Stadt zur

》starke《 zu vvandeln.

Das Zukunftsmode‖ einer Europastadt

Als ein konkreter Schritt zum multi―

kulture‖ en Zusarnrnenwachsen und zur

kulture‖ en 1/Viedergeburt der Stadt und

ihrer Umgebung wird daS Kulturrrlanage…

ment gezielt eingesetzt.Da mit Hilfe der

Subventionen der Regierung nur die groSe

lnfrastruktur wie Gebaude aufgebaut wer…

den konnten und sich dadurch keine nach―

haltige Entwicklungen der Stadtkultur ergibt,

wahlte(30rlitz den Weg zur》 Bildung fttr die

Kultur durch die Kuitur《 .Als erster Schtttt

wurde 1 997 auf lnitiative des lnstituts flr

kulture‖ e lnfrastruktur Sachsen an der

Hochschule Zittau/GOrlitz,wo Deutschland,

Polen und ttschechien aneinander angren―

zen, ein neuer Studiengang, 》Kultur und

Management《 ,mit Unterstutzung durch die

UNESCO eingettchtet.Sein Zielist die Aus―

bildung  vOn  Kulturrnanagern,  die  zur

kulture‖ en FOrderung irn Gebiet um die

NeiSe beitragen.An der Hochschule und im

Studiengang Kultur und Management stu…

dieren viele auslandischen studenten aus

den osteuropaischen Landern.

Gё rlitz fuhrte rnit der anl anderen Ufer

‖egenden Stadt Zgorzelec, die seit der

丁eilung zu Polen gehOrt, ein Erziehungs…

system ein, das die b‖ inguale Ausbildung

(pOlniSCh und deutsch)lm Kindergarten

anbietet.Das Ziel besteht darin,basierend

auf der mehrsprachigen und mehrkultu…

re‖ en Erziehung, wieder ein mitteleuro…

paisches Kulturgebiet zu bilden.Die Dop¨

pelstadt GOrlitz… ZgOrzelec bewarb sich um

den ttitel Kulturhauptstadt Europas 2010

und erreichte einen beachtlichen Zweiten



Platz und hat daraus vlele lrnpulse ge―

wonnen.Obwohl es sich bel Gё ‖itz um

eine Grenzstadt handelt, lst sie zu einem

zukunftlgen Mode‖  eine「 巨uropastadt ge¨

worden.

wahrend  meines Aufenthalts am

trinatlonalen  VVissenschaftsko‖ eg  Coト

legium PONttES ln Gё rlitz wurden scho…

cklerende demographische Bevё lkerungs…

statistiken verOffentlicht.Die Abwanderung

der  Bevё lkerung   aus  dem  Osten

Deutschlands nach Westen nirnrnt stets zu,

wobei melsten Abwandereriunge und gut

ausgebildete Frauen sind.ln der Zeitung

stehen Schiagzeilen wie; "Ausblutender

Osten“ und"Dem Osten laufen die lungen

inte‖ igenten Frauen weg!“ .

30  Prozent der Frauen  und 20

Prozent  der  Manner  irn  ёstlichen

Deutschland sind Abiturienten.Jede dritte

Frau geht auf eine Universitat nach west―

deutschland. Aber auch Frauen, die ih「

Studium an einer Universitat irn osten

Deutschlands absolviert haben, wandern

haufig in Richtung VVestdeutschland ab.

Eine Folge dieser Entwicklung ist, dass

iunge Manner,die ledig und ottmals noch

arbeitslos sind,im Osten zuruckbleiben.ln

einem Gebiet,  in dem die Arbeits…

losenquote unter den oftmals schlecht

ausgebildeten iungen Manner hOch ist und

auSerdem eine starke Abnahme deriunge

weibliche Bevёlkerung zu verzeichnen ist,

nirnrnt die Unterstutzer fur rechtradikalen

Parteien zu.Meine Ko‖ egen sehen diese

Entwicklung mit Besorgnis,fuhlen sie sich

doch an den Vorabend der Naz卜 Zeit

erinnert.

Wirkungskraft des Kulturrnanagements

Kulturmanagement   in   dieser

schwierigen Situation ist geradezu ein

Silberstreifen am HonzOnt.wVahrend mei_

nes Aufenthalts in(3ё rlitz beteiligte ich rnlch

an der Aufnahmeprttfung fO「 den Studien…

gangs Kultur und Management der Hoch…

schule Zittau/Gё ‖itz.Die Bewerber werden

aufihre gesarnte Eignung geprttft:nicht nur

auf ihre guten Sachkenntnisse, sondern

auch ihre Kreativitats…  und Kooperations…

fahigkeit hin.200 Bewerber fttr 30 Studien―

platze;80%waren welblich und etwa 40%

davon kamen aus denl alten Bundesgebiet.

lch、Ⅳar beeindruckt von der ttatsache,dass

Kulturrnanagement so reizvo‖  ist, dass

junge und inte‖ igente Frauen bereit sind in

die Ostlichsten Stadt Deutschlands zu

z:ehen.

Viele Absolventen der Hochschule

Zittau/GOrlitz, die ihren Schwerpunkt auf

derrl  Management  fur  internationalen

Kulturaustausch legen, finden,  sind  in

oftmals befristeten Prolekten, z.B.inter―

nationalen Festivals beschaftigt. Als sich

die Stadt fur den ttitel Kulturhauptstadt

Europas 2010 bewarb, haben die Absoト

venten irn Sekretariatsbttro eine wichtige

Ro‖ e ttbergenornrnen und Studierende und

ebenso Praktikanten daran teilgenonlrnen.

lm Gegensatz zu 」apan, wo die Ver…

waltungen den riesigen VVerbeagenturen

frele Hand ttber KuLurproiekte last,werden

in Deutschland viele Kulturproiekte dem

Verstandnis von NPO/NGO gemaB vOn

jungen Fachleuten,die Kulturrnanagement

studierten,getragen.

wahrend rneines Aufenthalts besuch…

te ich verschiedene(Э rte in Ostdeutschland

und mache mir Sorgen um die dortige

Verёdung der Stadte.Die Zukunft einer

Stadt, in der es keine Hochschulen oder

Forschungsinstitute bzw. trotz ihrer vielen
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neu  gebauten  und  doch  leeren  Ein―

richtungen, keine iungere lnte‖ ektue‖ en

gibt, ist duster.Die Atmosphare ist nOch

bedrOckender,als der uns vertraute Anblick

der verёdeten lnnenstadte der Provinz…

stadte in Japan,die so genannten i!Shutter―

Geschaftsviertel".丁rotz dieser deprimie…

renden Lage auf dern Gebiet der ehe―

maligen DDR versuchen die Kulturpolilker

und Kulturrrlanager in Gё「litz die VVieder―

belebung der Stadt und ihres Bezirks mit

einem interkulture‖ en HOrizont.卜Лan kann

den Versuch in(3ё rlitz als ein erfolgreiches

Beispiel fur "Denke global, handle lokal''

betrachten.

1 0bersetzt von den」
unior Fe‖ ows des Co‖ egium

Pontes 2007 Katsura Koishi, Yuki Akino und

Tomoko Takaoka.Redaktion Manuela L口 ck und

Prof.Matthias Theodor Vogt.

2朝
日新聞 ,gegrundet 1879,Aulagei morgens

8,2 Mio, abends 3,8 Mioi zweitgrё Bte Tages¨

zeitung der Welt.

3 Kazuo Fujino, Prof.an der Uni.Kobe, Japan.

Geboren 1958 in Tbkio. Lehrstuhl fur Kunst¨ und

Kunur―  wissenschaft(SchWerpunkt: Musikge―

schichte, KunurpOlnik und KuLurmanagement).

Gastprofessor an der Hochschule Zittau/(3ё rlitz

und Senior Fe‖ ow arYI Co‖ egiunl PONttES 2007.
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γ‐学生7世界
～学生による、学生のためのフオ‐ラム～

【神戸大学アートマネジメント研究会主催・ベップアートマンス内企画】

フオーラム参加のお誘い

(参加費‐無料も学生以外のご参加も大歓迎です !)

11/3(水 )■ 11/6(土)(4日 間)19ЮO～2190

11atfOr綸 ol     l
特になし (予約不要)    .■ | ‐

芸術や文化に関わるプロジェクトゃ催しを企画運営しつつ、結局芸術や文化とはなんなのか ?と

考えていく―そのちからを信じながら。

私たちアートマネジメント系学生は、催しを立ち上げ、育て、開催する中でアーティストや地元の

人々、子どもたちや公的機関…関わる様々な立場の人々に学びます。そんな私たちが大学や地

域を越えて繋がれる機会は、意外とありません。みんなは1可を思しヽどこに問題意識を感じているの

か、そして周囲は私たちをどう見ているのか ?

本学生フォーラムでは、学生らが各大学より集い、各々の研究内容や経験を踏まえディスカッショ

ン(つまり座談会)を行います。学生以外のご参加も大歓迎です。

●ラウンドテニブ
|||‐    |‐ |||||■| ‐  |‐ .| |‐ ‐      |  |

11/3(水 )|「アニトマネジメント人1材
―
の育成に関する.ラウンドテーブル」    ‐|‐ ‐ |

芸術文化施設・機関、アートプ|ジェクト、フェスティバル等での (広い意味での)イ ンタ■ンシップやボランティ

アの受|チ入れ等め先進的‐な取り組み、現実‐的な課題、その解決方法などについて、自由に意見交換|でき|る1場としたい

_ と考えています。‐ ■■‐ ‐  _ ||■
‐             ‐   ‐        ‐

●1学生力`|二あ1発表|||び|デ″|||||シ ||| 
‐ ‐

|‐・ | |  ■    |||‐ |‐|
11/■ (木)「コミユニテイとアニト1‐‐|.||■         _ ‐

「石山アートプロジェクトすま|ち―を
―
再発見し、活用するためのァ

ニト
=1 
‐
  |‐       |

「コミュニティーアートにおける糸騰続1性についての考察～夢のたねプし・ジェクト、
1音
遊びの会を事例として～J

「<アートプロジェクト>と <地域活性化>の関係性を模索する            .■ |‐ |■

一瀬戸内国際芸術祭 2010を事例として、ボランティアの視座よリー」        ||

11/5(金 )「 自治体文化政策」‐ ||
「まちづくりにとつてのアートイベントの有効性について～市民ボランティアの視点から～」

「都道府県と市町村の自治体文化政策|の役割を考える (仮 )」  「伝統的工芸品産業の海外展開を支える政策J

l1/6(土 )「グローバリゼーシヨンとアート」
「アーティストが見たグローバリゼーションー龍神村と別府を事例として一」「台湾の人形劇と地域活動」

「『国民文化』の『枠組み』を越えた国際交流事業ヘージャパンウィーク、臥 BAⅥLの事例を中心に一」

多数のご参加をお待ちしています !

間

所

員

時

場

定
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アート/文化つてなんのため ?
学生が開く、

「文化はなぜ必要 ?」

「どこからどこまでがアート?」

そんな
″
キホン
″
の
″
ギモン
″
を、

じつくり、

オープンに、

フラットに、

%    話し合う 3日間。
祥:

メ
警1:ヅ +繹

:≒・
ミ

談会。
1躁
ギ.・ 5
エ

繹

潮ズ

ミ

袢

．

屏

＋

〓千

瀑

鶉

郎

神戸大アー トマネジメント研究会

混浴
〃
学生
″
世界 H

～みんなのためのアートの語り場～

11月 4日 (金 )
20:30-22:00
テーマ「こどもとアート」

学生発表十会場討論

11月 5日 (土 )

19:00-21:00
テーマ「ちいきとアート」

学生発表 +会場討論

11月 6日 (日 )

19:00-21:00
テーマ「アートマネジメント人材を

そだてる一日本とドイツの場合」

学生発表十会場討論

開催要領 (3日間共通 )

■会場: platforrln01
(別府市元町 8-3)

・事前申込不要

・参加買無料

お問い合わせ

kobe.beppu.talk@gmail`COm (代表・橋本 )

主催/神戸大学大学院国際文化学研究科 (藤野ゼミ)ベ ップ・アー ト・マ ンス 2011

企画・運営/神戸大アートマネジメント研究会   1    参加プログラム

「神戸大 アー トマネジメン ト研究会」 とは…

アートマネジメントや文化政策を学ぶ神戸大学の学生・大

学院生による自主ゼミ。地域の方々に良質の音楽を楽しん

で頂くコミュニティコンサート、第一線で活躍するアート

マネージャーをお招きしてのトークイベントなどを企画 0

運営しています。昨年のベップ・アート・マンス 2010で

も「混浴 “学生"世界Jを開催し、他大学や別府の皆さん

と議論する場を持つことができました。



1.¨……建言t=~二  ~~ ´ 一モニー |三宅による研究ノー ト参照)
2.………ラ

′・    ́ =Jl
3.……二 '~~ _一

モニー・
ニ
ィリオンにて、壁に設置されたスピーカーから出る音を聴く人々 (同上)

4.……二 '~~ 
´ 一モニー 。十一ブン・エアにて、ステージ・パフォーマンスの様子 (同上)

5.………夕 、ン= 喜
'こ

工三F竃 /一 卜参照)
6.………オー
 ーニ ~´   ■fI書館の書架 (2007年 6月 撮影。寺田による研究ノー ト参照)

7.………シニ
'一
´二´

「
=菫
 正面の建物。 ドキュメント9月 3日 ・7日 の項および寺田による研究ノー ト参照)

8.………コーミ し二・丁一 一ヽ・ベルリン (ド キュメント9月 18日 。23日 ・30日 の項および南田による研究ノー ト参照)
9.……ギャテ ー'T≡  1ヽ キニメント9月 17日 の項参照)
10.……べ′レ:シ ≡≡I事亘際研究所 (2010年 3月 撮影)
11.… …ベルプレ三≡玉事Ξ際研究所にて、後列右端がツヴィッカ 。セルパーさん (陳 による研究ノー ト参照)

12.¨…ベルリン三≡大学国際研究所にて、藤野一夫教授 (2011年 5月 撮影 )

13.……コーミノシエ
°オ~バー・ベルリン演出助手、菅尾友さん (2011年 12月 撮影。 ドキュメント9月 23日 の項参照)

14.……左図 |ま ヨー =ッ 六におけるドイツの位置、右図は ドイツにおけるベルリンの位置 (Wikimedia Commonsよ り)
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